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 「ふることぶみ」とも読まれ、現存する日本最古の歴史書とされている

『古事記
こ じ き

』。その序によれば、天武天皇の命により稗田阿礼
ひ え だ の あ れ

が暗唱していた

「帝紀」（天皇の系譜）や「旧辞」（古い伝承）を、太安麻呂
おおのやすまろ

が元明天皇の命

によって書き写して編纂し、和銅 5（712）年に献上したと記されています。

天地のはじまりから神々の出現、そして推古天皇の御世までの様々な出来事

が、多くの神話や歌謡とともに描かれています。「ヤマタノオロチ」の話や、

最古とされる和歌「八雲
や く も

立
た

つ 出雲
い ず も

八重
や え

垣
がき

 妻
つま

籠
ご

みに 八重
や え

垣
がき

作
つく

る その八重
や え

垣
がき

を」は、一度は耳にしたことのある方も多いのではないでしょうか。 

 今回の展示では、諸本や現代語訳のほかに、気軽に「古事記」の世界に触

れることができる入門的資料や代表的な研究書などをご紹介します。国内図

書館でもあまり所蔵のない貴重な和装本も展示いたしますので、様々な視点

から古事記の世界をお楽しみください。 

埼玉県のマスコット 

 「コバトン」 
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書名 著（編）者 出版者 出版年月 請求記号

1　諸本

古事記　国宝真福寺本　影印版 桜楓社 1978.1 913.2/ｺｼ

古事記　尊経閣善本影印集成　３０ 八木書店 2003.2 913.2/ｺｼ

古事記諸本解題 志波彦神社編 志波彦神社 1940.11 〔外〕※※ｲﾏ
913.2/ｺｼ

2　諸本（和装本）

校定古事記　全３巻 本居豊頴校定標
記 皇典講究所 1911.4 〔外〕※※

W210.3/ｺｳ

古訓古事記　全３巻 本居宣長訓 永田調兵衛 1875（明治
8）

〔外〕※※
W210.3/ｺｸ

古事記　全３巻 太安萬侶謹上，度
会延佳校正 〔出版者不明〕 1687（貞亨

4）跋
〔外〕※※
W210.3/ｺｼ

訂正古訓古事記　全３巻 本居宣長〔訓〕 〔古事記纂録
功臣顯彰會〕 1944.10跋 〔外〕※※

W210.3/ﾃｲ

標註古訓古事記　全３巻 村上忠順撰 梶田文堂 1903 〔外〕※※
W210.2/Ko39

３　本居宣長と古事記伝

越境する古事記伝 山下久夫編，斎
藤英喜編 森話社 2012.9 913.2/ｴﾂ

古事記伝　全３巻 本居宣長著 吉川弘文館 1911.4 ※※913.2/ｺｼ

本居宣長『古事記伝』を読む　全４巻 神野志隆光著 講談社 2010.3～
2014.9 913.2/ﾓﾄ009

本居宣長全集　第９巻～第１２巻
本居宣長〔著〕，大野
晋編集校訂，大久保
正編集校訂

筑摩書房 1968.11～
1989.5 〔熊〕121.2/ﾓ

本居宣長の国文学 田中康二著 ぺりかん社 2015.12 910.2/ﾓﾄ009

本居宣長の世界 : 和歌・注釈・思想 長島弘明 編 森話社 2005.11 〔熊〕121.52/ﾓﾄ

４　「古事記」を読む（現代語訳）

神と歌の物語 尾崎左永子訳 草思社 2005.11 913.2/ｵｻ014

　■リストは書名順で掲載しています。掲載資料は所蔵資料の一部です。
　■「請求記号」欄の表示は次のとおりです。
　　（ 〔熊〕〔外〕〔BM〕の表記がない資料は、すべて久喜図書館所蔵です）
　　　「Ｄ」・・・大型図書　　「B」・・・文庫本　　「児」・・・児童書　　「J」・・・児童書研究資料　　「Ｚ」・・・雑誌
      「〔熊〕」・・・熊谷図書館所蔵　　「〔外〕」・・・熊谷図書館外部書庫所蔵　　「〔BM〕」・・・配本所用資料
　　　※のついているものは館内利用のみ　　※※のついているものは保存資料のため、館内利用・複写制限あり

＊諸本とは、写本や版本において、一つの作品に数種の伝本がある場合、　そのいろいろの本をい
う。　そのさまざまな本を比較して論ずる場合は「諸本」ということが多い。（出典『日本古典籍書誌
学辞典』　岩波書店 1999）

＊本居宣長は、近世までほとんど行われていなかった古事記の研究を行い、35年をかけて訓読注
釈書『古事記伝』を完成させました。現在でも、古事記研究上不可欠な資料となっています。
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鑑賞 日本古典文学　第１巻 古事記 角川書店 1978.2 918/ｶ

現代語訳日本の古典　１ 古事記 学習研究社 1989.10 D910.2/ｹﾞ

口語訳 古事記 三浦佑之訳・注
釈 文藝春秋 2002.6 913.2/ﾐｳ014

古事記  （完訳日本の古典 １） 荻原浅男校注・
訳 小学館 1983.8 918/Ka59

古事記 蓮田善明訳 岩波書店 2013.9 B913.2/ｺｼ

古事記 新訂 武田祐吉訳注 角川書店 1977.8 B913.2/ｺ

古事記　全３巻 次田真幸全訳注 講談社 1977.12～
1984.7 B913.2/ﾂ

古事記　全３巻 大津栄一郎著 きんのくわがた
社

2007.2～
2007.8 913.2/ｵｵ121

新・古事記伝　全３巻 中山千夏現代語
訳・解説 築地書館 1990.2～

1990.12 913.2/ｼ

新編日本古典文学全集　１ 古事記 小学館 1997.6 918/ｼﾝ

直木孝次郎が語る古事記物語 （かたりべ草
子　９） 直木孝次郎著 平凡社 1984.6 N49

日本古典文学全集　１ 古事記・上代歌謡 小学館 1985.5 918/ﾆ

日本文学全集　０１ 古事記 池澤夏樹編 河出書房新社 2014.11 918/ﾆﾎ

５　目と耳で楽しむ「古事記」の世界

【ＣＤ】
古事記　全３巻

中村吉右衛門朗
読 新潮社 2006 〔熊〕550/ｺ

【DVD】
遷宮　第１回伊勢神宮　〜アマテラスの謎〜
　　　  第２回出雲大社　〜オオクニヌシの謎〜

日本放送協会［著作］，Ｎ
ＨＫエンタープライズ制作，平
泉成語り

ＮＨＫエンター
プライズ 2014 〔熊〕170/ｾ

【DVD】
ものがたり日本文学史　第１巻 上代篇　中古篇

ゆまに書房製作・
著作 ゆまに書房 2012 910/ﾓ

イラスト図解　古事記 三浦佑之現代語訳，
ＰＨＰ研究所編 ＰＨＰ研究所 2008.6 児913.2/ﾐｳ014

絵で見てわかるはじめての古典　１巻　古事
記・風土記 田中貴子監修 学研教育出版 2012.2 児910/ｴﾃ

絵物語古事記 富安陽子／文 偕成社 2017.12 児913.2/ﾄﾐ003

かみさまのおはなし
藤田ミツ原作，渡邉み
どり復刻提案，高木香
織構成

講談社 2019.5 児913.2/ｶﾐ

心をそだてる松谷みよ子の日本の神話
　ニッポン

松谷みよ子〔著〕 講談社 2010.10 児164/ｺｺ

６　子どももわかる！「古事記」 　～入門書として～
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古事記 （日本の文学 古典編　１） 金井清一校注・
訳 ほるぷ出版 1987.7 児91.8/N

古事記・風土記 （はじめてであう日本の古典
１） 与田凖一編 小峰書店 1998.2 児913.2/ﾖﾀ001

古事記物語 鈴木三重吉著 原書房 2002.6 児913.6/ｽｽ002

古事記物語 福永武彦作 岩波書店 1985.10 児913.2/ﾌｸ004

子どものためのまんがで読む古事記　１ 久松文雄著 青林堂 2017.1 児210/ｺﾄ

子どものためのまんがで読む古事記　２ 久松文雄著 青林堂 2018.1 〔BM〕児ｺﾄ

だれでも読める古事記 柳澤秀一著 櫟 2002.1 児913.2/ﾔﾅ022

２１世紀によむ日本の古典　１ 古事記 神野志隆光著 ポプラ社 2001.4 児918/ﾆｼ

日本神話入門　『古事記』をよむ 阪下圭八著 岩波書店 2003.11 児164/ﾆﾎ

日本の神さま　古事記の物語 時海結以文 講談社 2017.10 児913.2/ﾄｷ008

日本の神話　全６巻 赤羽末吉絵 トモ企画 1990.10 児Eﾆ

はじめての古事記　日本の神話 竹中淑子文 徳間書店 2012.11 児913.2/ﾊｼ

イザナミの伝言 中山千夏著 築地書館 1998.6 913.2/ﾅｶ105

因幡の白兎神話の謎 門田眞知子編 今井出版 2008.5 〔熊〕164.1/ｲﾅ

絵で読む日本の神話　神話伝承館への招待 出雲井晶著 明成社 2000.2 児164/ｴﾃ

漢字テキストとしての古事記 （Liberal
arts） 神野志隆光著 東京大学出版

会 2007.2 913.2/ｺｳ028

「記紀」はいかにして成立したか 倉西裕子著 講談社 2004.6 〔熊〕210.3/ｷｷ

紀年を解読する （シリーズ〈古代史の探求〉
２） 高城修三著 ミネルヴァ書房 2000.3 〔熊〕210.3/ｷﾈ

記紀の考古学 森浩一著 朝日新聞社 2000.12 〔熊〕210.3/ｷｷ

古事記 （古典を読む　１０） 益田勝実著 岩波書店 1984.1 913.2/ｺ

古事記・日本書紀 （新潮古典文学アルバム
１）

神野志隆光編
集・執筆 新潮社 1991.2 913.2/ｺ

古事記への旅 荻原浅男著 日本放送出版
協会 1979.7 913.2/ｵ

７　古事記をもっと知る　～入門書から一歩先へ～
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古事記及び日本書紀の研究 津田左右吉編 毎日ワンズ 2018.5 〔熊〕210.3/ｺｼ

古事記を読む （歴史と古典） 三浦佑之編 吉川弘文館 2008.6 913.2/ﾐｳ014

古事記が語る原風景 岡野弘彦〔ほか〕
著

ＰＨＰエディ
ターズ・グループ 2004.7 913.2/ｺｼ

古事記講義 三浦佑之著 文藝春秋 2003.7 913.2/ﾐｳ014

古事記神話を読む　〈神の女〉〈神の子〉の物
語 佐藤正英著 青土社 2011.3 〔熊〕164.1/ｺｼ

古事記探攷 今村拓著 今村秀子 1995.12 〔熊〕210.3/ｺｼ

古事記で読みとく地名の謎　神話ゆかりの地
名１４８ 廣済堂出版 2014.6 〔BM〕913/ｼﾏ

古事記と天武天皇の謎 大和岩雄著 臨川書店 1993.10 〔熊〕210.3/ｺ

古事記と日本書紀 神野志隆光著 講談社 1999.1 913.2/ｺｳ028

「古事記」と「日本書紀」の謎 （エコール・ド・
ロイヤル古代日本を考える　１６）

上田正昭〔ほか〕
著 学生社 1992.9 〔熊〕210.3/ｴ

古事記・日本書紀 （古典とその時代　１） 梅沢伊勢三著 三一書房 1976.3 913.2/ｺ

古事記の暗号 藤村由加著 新潮社 1997.11 〔熊〕210.3/ｺｼ

古事記の起源 工藤隆著 中央公論新社 2006.12 〔熊〕210.3/ｺｼ

古事記の宇宙論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　コスモロジー

北沢方邦著 平凡社 2004.11 913.2/ｷﾀ062

古事記の証明 毎日新聞社編 毎日新聞社 1979.6 〔熊〕210.3/ｺ

古事記の植物画集 上 寺田英子著 〔寺田英子〕 1982.8 723.1/ｺ

古事記の世界 西郷信綱著 岩波書店 1967.9 913.2/ｻ

古事記の世界 川副武胤著 教育社 1989 913.2/ｺ

古事記の世界 荻原浅男著 秋田書店 1972 913.2/ｵ

古事記の世界観 神野志隆光著 吉川弘文館 1986.6 913.2/ｺ

古事記の秘密 田島恒著 文芸社 2002.11 913.2/ﾀｼ010

古事記の読み方　八百万の神の物語 坂本勝著 岩波書店 2003.11 〔熊〕210.3/ｺｼ

古代日本人の自然観　『古事記』を中心に 舟橋豊著 審美社 1990.11 〔外〕164.1/ｺ
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新・古事記物語 中村啓信〔著〕 講談社 1987.9 B913.2/ﾅ

神話を訪ねて　日本人の源流 産経新聞大阪
本社 〔2013〕 D913.2/ｼﾝ

図説日本の古典　１ 古事記 梅原猛〔著〕 集英社 1989.10 910.2/Z8

対訳　日本昔噺集　第２巻 宮尾與男編 彩流社 2009.4 J388.1/ﾀｲ

日本お伽噺　第１編　八咫烏 巌谷小波編 臨川書店 1975 J913.8/ﾆ

日本お伽噺　第１７編　草薙剣 巌谷小波編 臨川書店 1975 J913.8/ﾆ

日本語大漂流 茂在寅男著 光文社 1983.1 810.2/ﾆ

ヤマトタケル 吉井巌著 学生社 1977.9 〔熊〕210.32/ﾖ

古事記　日本の原風景を求めて
　（「藝術新潮」　２０１２年６月号） 新潮社 2012.6 ※Ｚ

出雲　古事記のふるさとを旅する　（「別冊太陽」太
陽の地図帖０１１） 平凡社 2012.1 〔外〕※Z

編纂１３００年記念　古事記　（　「別冊太陽」
日本のこころ１９４） 平凡社 2012.3 〔外〕※Z

日本神話の地図帳　（　「別冊宝島」２１
５１） 宝島社 2014.5 〔外〕※Z

古事記 倉野憲司校注 岩波書店 2007.12 B913.2/ｺｼ

古事記 （新潮日本古典集成） 西宮一民校注 新潮社 1979.6 913.2/ｺ

古事記　上・下 （日本古典全書） 神田秀夫校註 朝日新聞社 1971.8～
1963.8 913.2/ｺ

古事記研究 西郷信綱著 未来社 1973.7 〔熊〕210.3/ｺ

古事記研究叢書　全６巻 三浦佑之編・解
説 クレス出版 2011.11 913.2/ﾐｳ014

古事記研究大系　全１１巻 古事記学会編 高科書店 1993.6～
1999.6 913.2/ｺｼ

古事記声語りの記
シルシ

木村紀子著 平凡社 2013.7 913.2/ｷﾑ047

古事記受容史 青木周平編 笠間書院 2003.5 913.2/ｱｵ053

古事記新講 次田潤著 明治書院 1972 913.2/ﾂ

古事記全註釈 全７巻 倉野憲司／著 三省堂 1973.12 〔熊〕210.3/ｸ

８　「古事記」を学ぶ　～明治時代以降の注釈・研究書～
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古事記大成　全８巻 久松潜一〔ほか〕
編集 平凡社 1956.11～

1958.12 〔外〕210.3/H76

古事記注釈　全４巻 西郷信綱著 平凡社 1975.1～
1989.9 913.2/ｺ

古事記の現在 神野志隆光編 笠間書院 1999.10 913.2/ｺｳ028

古事記の研究 西宮一民著 おうふう 1993.10 913.2/ｺ

古事記の達成 神野志隆光著 東京大学出版
会 1983.9 913.2/ｺ

西郷信綱著作集　第１巻　古事記の世界
　　　　　　　　　　 　第２巻  古代人と夢 西郷信綱著 平凡社 2010.12～

2010.12 910.23/ｻｲ095

武田祐吉著作集　第２巻　 古事記篇
　　　　　　　　　　   第３巻　 古事記篇
　　　　　　　　　　　 第４巻　 古事記・風土記篇

武田祐吉著 角川書店 1973.4～
1973.8 910.8/ﾀ

津田左右吉全集 別巻　第１　神代史の新
しい研究 津田左右吉 岩波書店 1966.2 〔熊〕081.6/ﾂ

日本古代国家論  第２部  神話と文学 石母田正著 岩波書店 1973.6 〔熊〕210.3/ｲ

日本神話の研究　全４巻 松村武雄著 培風館 1954～
1958

〔外〕※※162.1/
ﾏ

日本神話必携 稲岡耕二編 学灯社 1993.6 913.2/ﾆﾎ

９　「古事記」と歌謡

記紀歌謡 （日本詩人選　１） 益田勝実著 筑摩書房 1975.12 911.11/Ma66

記紀歌謡集全講 武田祐吉著 明治書院 1967 911.11/ﾀ

記紀歌謡全註解 相磯貞三著 有精堂出版 1962.6 911.11/ｱ

記紀歌謡の世界 山路平四郎著 笠間書院 1994.1 911.11/ｷ

記紀歌謡評釈 山路平四郎著 東京堂出版 1973 911.1/ｷ

古事記歌謡 大久保正全訳注 講談社 1981.7 B911.11/ｵ

古事記歌謡の形態と機能 駒木敏著 おうふう 2017.4 911.11/ｺﾏ029

古事記研究大系　９ 古事記の歌 1994.2 913.2/ｺ

古代歌謡全注釈　古事記編 土橋寛著 角川書店 1987.2 911.1/ｺ

一目でわかる古代歌謡 高橋公麿著 林書店 1970 911.63/ﾀ

＊古事記は物語中心に書かれていますが、100首以上の歌謡も挿入されています。
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１０　古事記偽書説

古事記偽書説の周辺 大和岩雄著 名著出版 1979.4 〔熊〕210.3/ｺ

『古事記』偽書説は成り立たないか 大和岩雄著 大和書房 1988.5 〔熊〕210.3/ｺ

古事記研究叢書　第２巻 序と本文をめぐる
偽書論

三浦佑之編・解
説 クレス出版 2011.11 913.2/ﾐｳ014

古事記研究大系　1 古事記の成立 古事記学会編 高科書店 1997.3 913.2/ｺｼ

古事記成立考 大和岩雄著 大和書房 2009.4 〔熊〕210.3/ｺｼ

古事記のひみつ 三浦佑之著 吉川弘文館 2007.4 〔熊〕210.3/ｺｼ

古事記の歴史意識 矢嶋泉著 吉川弘文館 2008.9 913.2/ﾔｼ011

古事記は偽書か 鳥越憲三郎著 朝日新聞社 1971.10 〔熊〕210.3/ｺｼ

古事記の成立論について : 偽書説をめぐって
　 （「國學院雜誌」２０１１年１１月号） 寺川眞知夫著 國學院大學 2011.11 〔外〕※Z

古事記偽書説は根拠薄弱であるか--上表と序との
甄別-上・下（「国語と国文学」１９６２年６月
号、１９６２年7月号）

筏勲著 至文堂 1962.6～
1962.7 ※Z

上代特殊仮名遣い研究から見て古事記偽書説は
成り立つのか（「國文學 : 解釈と教材の研究」　１
９８０年１１月号）

山口佳紀著 學燈社 1980.11 ※Z

古事記偽書説について
　（「日本上古史研究」　１９５７年９月号） 筏勲著 日本上古史研

究會 1957.9 〔外〕※Z

『古事記』偽書説をめぐって（1）～（最終稿）
　（「東アジアの古代文化」　１２３号～１３５号） 大和岩雄著 大和書房 2005～

2008 〔外〕※Z

古事記「序」は後世の偽書
　（「文藝春秋」　２００７年５月号） 三浦佑之著 文藝春秋 2007.5 〔外〕※Z

偽書説をめぐる謎 なぜ、後世に捏造されたと語られるのか?
　（「歴史読本」　２０１２年４月号） 鈴木織恵著 新人物往来社 2012.4 〔外〕※Z

『古事記』=偽書説
　（「歴史読本」　１９９８年９月号）  大和岩雄著 新人物往来社 1998.9 〔外〕※Z

『古事記』偽書説の現在
　（「歴史読本」　２００６年９月号） 工藤浩著 新人物往来社 2006.9 〔外〕※Z

＊古事記については、全体が「偽書」であるとする説 や「序文」だけが偽書であるという説、「序文」
については後代の成立であるという説など、多数の論があるようです。
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